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的榊納税のお願い榊紳

今月の!IH長徴収は次のとおち行ないますので

ご孝1JJ書ください。

霞i誇…3)131s (水)午前事 :3ト午後4;0告
書籍i任“"重要湯ミ争 議教上々 Yず {

なおE留民主手金の徴絞tf1ないますのでどおF普ください

市税交i'fJ1ここ・主主力ください

日
同
鉄
で
は
、
お
線
開
近
知
抑
制
掛

か
ら
朝
時
出
向
に
通
勤
、
明
綿
修
す

る半官
mv
滋
増
に
伴
い
‘
と
れ
ら

に
終
的
持
す
る
た
め
に
密
林
桝
才
気

次
長
期
泌
総
を
制
樹
立
し
ま
し
た

が
、
そ
の
一
関
内
主
し
て
、
常
磐

線
の
複
々
線
化
(
腕
枇
制
問

t我柑出

子
関
)
を
も
れ
ソ
と
み
工
事
に
緩

哨

T
Lた
わ
け
で
す
が
、
本
柑
十
世
…

丹
w
h
入
れ
ノ
工
事
も
九
分
話
題
り
閥
均

践
し
、
時
間
る
は
検
後
の
法
上
山
り

mu
祭
出
附
に
者
ピ
お
9
ま
す
。

器
開
鉄
当
局
で
は
、
間
関
月
一
一
十

内
伺

ν

再
開
足
な
待
合
議
も
な
く
…
小
僚
で

も
あ
り
ま
し
た
し
、
ま
た
、
朝

夕
の
ラ
ッ

γ
ュ
昨
吋
い
い
お
い
て
は

「
通
勤
掛
崎
帥
酷
い
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
そ
の
混
雑
は
ひ
ど
く
、
と
め

時
吋
側
関
説
明
に
は
‘
者
入
、
予
掛
開
神
仙

定
例
市
議
会
三
月
二

+ran

ま
で
十
怠
協
同
側
関
ぜ
ひ
傍
務
を

開
昭
和
問
間
十
六
年
浄
…
開
附
総
醐
間
前
川
議
会

の品開如期
U
H
ね
が
‘
一
コ
月
九
日
制
縦
品
開
明
時
営

努
災
A
A
K

で
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

こ
時
総
例
会
明
、
鈴
、
昭
和
四
十
六
年

度
の
市
長
の
録
後
方
針
け
か
述
べ
ら
れ
一

般
会
計
予
算
な
ど
二
十
…
件
け
が
鴻
肉
祭
主

し
て
楢
提
案
さ
れ
て
お
れ
ソ
ま
ず
。

な
お
、
会
出
関
区
相
艇
に
つ
い
て
は
淡
の

と
お
き
一
品
月
十
一
日
か
ら
十
一
立
質
問

で
す
，
ぜ
ひ
…
成
術
観
開
会
本
会
議
を
傍

時
轄
し
て
い
た
だ
者
た
い

k
思
い
ま
す
。

傍
聴
す
る
と
主
に
よ
っ
て
み
な
さ

ん
の
代
表
で
あ
る
議
災
は
yh
の
よ
号
な

後
間
企
す
る
の
か
、
中
掃
の
心
労
爾
し
て
い

る
関
総
は
ど
う
い
う
も
町
な
の
か
、
ま

た
市
政
主
は
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど

っ
て
、
ど
の
よ
う
な
形
明
、
わ
れ
わ
れ
事

自
民
と
迄
接
約
に
災
の
中
間
以
の
議
絞
向
上

に
骨
骨
手
さ
れ
て
い
る
か
少
し
で
も
泌
識

し
て
い
た
だ
け
る
主
忍
い
ま
ず
。

Jl 
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れ
悶
門
口

内

4
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悶
川
隠
口
Hリ

qJdM

内

o

員

と
て
も
利
勝
で
き
な
い
く
ら
い

滋
ん
で
お
争
ま
し
た
。

と
の
よ
き
な
わ
け
で
す
か
ら

総
殺
な
浪
人
で
さ
え
開
校
す
る

知事・ 5桑議
会議長造

と
と
材
料
け
で
ネ
ル
ギ
ー
の
い
潟

叫
加
は
大
き
く
滋
緑
町
を
か
つ
て
お

ち
ま
し
た
が
、
と
れ
か
ら
は
だ

い
ぶ
緩
和
さ
れ
る
と
と
と
添
'
わ

れ
ま
す
。

閲
鴻
主
問
時
吋
に
抽
地
下
鉄
千
代

間
関
知
伊
川
絞
綴

S
瞬
間
ケ
隅
向
調
v

k

相
相
川
必
然
り
入
れ
ま
し
ま
す
の
で

大
変
佼
制
刊
に
な
ち
ま
す
。

さ
ら
に
、
ま
た
‘
世
単
線
は
余

部
新
排
出
抽
出
事
一
向
に
さ
れ
、
品
吠
官
鴻

液
中
単
が
巡
転
き
れ
ま
す
の
で
、

上協同

t取
手
間
で
十
分
綬
綴
さ

れ
附
悶
十
分
に
な
り
ま
す
。

均
一
淵
い
い
よ
り
一
慾
制
限
引
刊
に
な

る
の
が
我
派
手
で
、
殺
孫
子
駅

か
ら
は
凶
地
下
鉄
千
代
際
情
慨
に
乗

り
入
れ
す
る
後
行
留
地
取
の
仏
関
内
知

け
か
山
川
ま
す
の
で
、
院
わ
る
こ
と

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
£

う
し
火
後
後
制
刊
に
な
る
と
思
い

ま
す
。な

お
、
尽
に
お
い
て
も
夫
ヤ
土

台
駅
、
北
柏
駅
、
綴
u
制
緩
袋
駅

が
終
止
中
し
ま
す
。

選

挙

人

名

簿

の

縦

覧

問
問
月
十
〕
波
紋
知
事
お
よ
び

県
議
会
畿
ゑ
滋
象
的
投
票
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

告
示
は
知
事
務
'
ゆ
が
況
だ
十

じ
昨
日
、
時
抗
議
会
議
員
巡
添
い
か
一
一
一

見
一
一
一
十
日
で
、
こ
れ
は
「
議
ガ

公
共
関
体
の
議
会
の
議
員
お
よ

び
交
の
波
紋
刻
一
門
持
努
め
附
問
符
特

僚
に
関
す
る
持
抗
体
ぎ
に
法
づ
き

行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。

ζ

の
品
村
側
関
法
は
、
本
年
‘
一
一
月

o rn致t乙対する}皇室資総

O 議案iこ究きする大総質疑

O 

8 
午後1時

3 Jl15お

3月17s

一
…
月
十
七
日
か
ら

一
お
か
ら
双
月
三
十
一
民
ま
で

の
一
幻
カ
月
閣
に
級
制
別
神
的
了
と
な

る
議
負
お
よ
び
w
殺
り
縫
教
安
全
一

出
陣
統
一
の
選
挙
制
期
認
で
品
料
品
り
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
明
、

ナ
。
本
中
市
で
は
、
知
事
、
回
附
幾

人
的
問
機
斜
州
議
教
の
み
行
な
わ
れ
ま

す
が
、
と
れ
に
燃
い
る
選
挙
人

名
簿
を
次
骨
骨
錦
織
に
よ
争
浴
叙

器
具
曲
部
を
行
な
い
ま
ナ
。

。
基
準
時
三
月
十
}
九
日
H

Z整日{箆~ft 玉誉員謬き

一
日
ま
で

〈
絞
殺
二
十
六
年
四
月
十

一一日
H
M
M

総
に
燃
余
し
た
方

で
、
総
務
開
間
十
双
年
十
二
符
月

十
五
R
以
前
に
伶
制
民
総
時
り
さ

れ
台
緩
に
H
E
阿
部
き
れ
て
い
る

ふ

H
で
す
o
u

A
V
交
師
側
日
江
一
月
十
六
nH

A
V
叫
戦
前
胤
期
間
一
一
…
ロ
月
十
七
日
か

ら
一
一
一
月
コ
十
一
お
ま
で

。
縦
覧
場
一
税
務
役
所
内
淡
挙

耕
閣
議
時
官
長
会

市の人口

I昭和必修2!l28詩混在

今
年
に
入
っ
て
か
ら
火
災
が
多
発
し

て
お
れ
ノ
ま
す
が
、
光
州
問
へ
一
一
万
十
円
さ

の
丹
時
総
品
ん
の
火
災
に
悶
附
し
て
淡
鈴
糾
明

日
円
、
抽
出
時
間
関
凶
お
よ
び
い
攻
隊
世
出
向
抑
制
批
間
関

係
議
な
ど
の
際
命
な
お
大
持
関
税
制
に
よ
り

幾
総
合
品
川
れ
る
こ
と
が
で
き
た
唱
と
し
て

そ
の
お
札
に
ゑ
一
一
一
d
N
符
を
市
の
消
防
行

政
に
役
立
た
せ
て
く
だ
さ
い
k
録

二
J

日
欠
口
V
ツ
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し

た。
中
間
で
減
、
さ
っ
そ
〈
矢
口
き
ん
の
滋

向
い
い
添
っ
て
消
防
行
政
に
山
交
わ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
に
し
ま
し
た
。

努 25，329人前月比122人数

t: 25，4傍人 " 134 /.' 

絞 50，7'湾 人 グ 256" 

倣帯数13.6品11愛媛/.'78世帯増

2月の人口重喜怒

関女計

泌さ主 74人 品4人 138人

事正入 183人 i事?人 380人

死亡 14入後人 24人

間肌止とj

公
鞍
濯
挙
法
の
一
一
部
改
正
で

不
駆
者
投
票
が
一
翠
緩
和
に

A
h
機
選
挙
法
の
一
繋
げ
か
改
底

意
れ
、
決
る
一

nnこ
十
四
日
か

ら
級
料
り
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
不
抜
翁
役
務
総
湾
か
改
華
宵
さ

れ
、
手
掛
蹴
き
が
係
機
に
な
れ
ツ
ま

し
た
。

ぬパラ iま明るくi正しい

き母之らくiF.しい選挙?とみんなの手で

|⑨ 
選挙のνγボ}!lです

投開祭
nH
に
組
出
張
や
そ
の
抽
出
の

用
務
で
旅
行
す
る
人
な
ど
は
、

後
綴
で
寸
五
一
防
総
の
恒
常
母
夜
間
開

設
が
必
擦
と
窓
れ
、
ま
た
、
部
品

開
開
発
行
者
が
然
い
場
合
は
緩
際

世
習
の
提
出
を
雨
明
っ
て
い
ま
し

た
と
の
た
び
の
改
正
は
、
本
人

の
ゆ
政
然
治
探
索
も
づ
て
不
寂
者
投

園
南
が
で
き
る
と
と
と
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
明
地
検
の
数
行
口
H
4
m

時
離
突
に
な
っ
て
る
制
朝
食
欲
、
品
料

一
ぷ
紛
で
も
そ
の
選
挙
M

鳴
を
間
関
銅
山

す
る

ιと
に
よ
っ
て
事
欝
組
問
求

が
明
、
昔
、
抽
出
事
知
町
区
に
補
綴
す

る
ガ
の
糊
抑
制
成
務
帝
都
の
方
法
が
改

善
さ
れ
ま
し
た
。

選
一
挙
出
弘
、
わ
た
く
し
た
ち
に

交
っ
て
渓
治
を
一
行
な
当
人
役
淡

ぷ
大
切
な
権
利
の
行
使
で
す
。

崎
試
聴
附
間
口
当
日
開
即
務
の
お
る
ガ

で
投
減
問
削
w
h
的
ね
っ
て
投
築
相
で

き
な
い
方
除
、
と
舟
…
小
夜
者
投

票
を
行
な
う
よ
う
に
し
て
〈
村
山

夫、ぃ。

702 
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我E震予沙4小学校選室内逐勤務t主総生f8Jl30aに起工芸宅を行ない2，920万円

で床溢畿802 ，金書;~民生手 3 月 12日発成しました。
内容は;7;テ-;，>、 3電衣室、放送灘体育襲警災後などがありますq

十
五
年
度
の

布位中学校プ-);'1主務空宇5Jl26日に英語主交を行ない、 閥均 7Fl25ft竣ヱ主主
を行ないました。この工事は3定食ぷふたによ~~量E立しましたぽ
なす~，とめヅ日ん建設には1， 3容Ol.ïf'l投入しました。

主主派'H野1小学校設さき建設は限和444'12Fl23 a務コ主主主役行ない2綴に分け

て行ないまL主ニ。 主主主主校合H詩E製紙ベ床屋著書3.tH事，，1で、鈴漁教室 23、特
別数量!5 (双料、音楽、家庭斜、関護室、喜重玄〉が必ります。

工事裁iま1.7書偽方行でうち、 l♀，363女子汚悪事務総設庁から泌総をきをけました。

ζの技会t主主をす警告究禽~して建設したわけです。|悶校舎とは3Fl 2殺に室主役式
を行ない君主荻i主連野校舎で授業を受けてお事ます。なお‘毛主の1m空会でH霊
会いむは昭和5'4'に業主てたもわでした。

1怒号事4持JlI:f同滋告書装70誇擦にわたち支援主義17，972m箇遺言?として総合品9，，1行い

ました。ヱ君事終116176ヌ王将投入してありますが、今後もなお-A謀術滋設備
につ主めたいk緩います。

務総書裂の災ヨミ台高えもほぼ完成しましたが、 とれまでには淡警警などを繰り返

し突にi練移もの献を経て竣コC~l讃えようと Lています。
怒ヱ裁は際会p4 Jl 20羽に行ない18ぷ~Ol.ï門星空やしました。

事
営
設
宅
入
居
者
議
欠
募
集

中
閉
で
は
我
孫
子
市
営
住
宅
の

入
総
を
募
築
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
我
孫
子
市
川
路
絞
で

俊
一
殺
に
間
関
す
る
条
例
に
伴
い
総

失
人
毘
前
者
mv
占
禁
輸
常
食
す
る
も
の

で
す
。〈

入
隙
間
後
拍
惜
ザ

。
市
山
内
に
時
開
校
す
る
も
の
で

関
門
部
刷
糊
判
銭
(
掛
用
線
開
踊
出
出
を
し

て
い
な
い
が
事
実
上
綴
線
開
制

然
と
回
同
様
の
事
情
に
あ
る
も

の
、
そ
の
飽
綬
約
期
鳴
を
含

む
)
が
い
る
こ
と

。
割
問
に
俊
悦
唱
に
悶
悶
っ
て
い
る

こ
k
が
附
明
ら
か
な
も
む
で
あ

る
こ
と

o
m和
凶
十
五
年
度
母
級
人

が
次
の
表
に
該
当
す
る
も
mw

〈由
s

し
込
み
提
出
骨
肉
料
鯛
ザ

。
占
申
掛
田
仲
間
宅
入
臨
刷
出
叩
閥
側
帯
樹

。
開
明
和
抑
制
問
中
a
滋
部
・
俊
給
与
交

払
い
附
郎
総
備
機

。
開
問
蹴
倒
制
問
族
計
鮮
問
吋
帯
留

ハ
明
雌
晶
司
の
方
法
)

。
選
考
餐
員
会
が
噌
貫
録
安
湘
閥

殺
し
、
住
宅
の
間
関
察
す
る
皮

bwい
の
官
同
い
も
町
、
か
ら
入
結
綿

密
を
決
定
す
る

。
入
居
者
守
選
考
ナ
る
捌
明
会

で
金
引
喝
の
附
附
蜘
例
淵
附
似
の
恕
め

が
た
い
・
も
の
に
つ
い
て
は
公

開
時
効
せ
ん
に
よ
れ
ツ
入
院
泊
者
を

決
総
L
ま
す

ハ
入
筋
交
付
期
間
関
)

。
昭
和
四
十
六
年
一
品
符
月
十
六

昨
日
か
ら
一
一
一
月
五
十
一
村
踏
ま
で

祭
綴
に
つ
い
て
は
市
川
役
所
縁

怒
朝
時
中
市
掛
間
後
'
勾
m
閉
ま
で
お
問
問
い

合
わ
せ
く
だ
宰
い
。

第

回
臨
時
前
議
会

工
事
請
負
摂
約
の
締
結
可
決
さ
る

昭
和
附
間
十
六
部
品
イ
一
一
削
附
附
附
附
吋

市
議
会
は
亀
ス
符
月
十
八
自
制
問
集

さ
れ
会
側
州
…
口
院
で
、
会
に
行
な

わ
れ
た
才
一
一
闘
廃
品
吋
中
市
議
会
で

切
骨
組
訳
さ
れ
た
ヱ
事
請
負
契
約
命

総
持
制
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た

淡
菜
、
探
索
通
リ
得
決
ち
れ
ま

し
た
。契

約
の
湾
総
は
、
品
仙
川
州
市
ず
い
市

久
考
察
総
帥
蝋
し
阿
部
制
路
樹
培
施
設
建

設
工
務
マ
す
。

相
側
約
的
対
象

税
対
開
子
市
久
寺
家
総
緩
し
録

制
加
滋
議
設
ヱ
事
活
排
出
待
機
体
怖
に

よ
る
し
岬
県
知
地
途
域
総

行
政
綴
談
及
び

人
融
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潟
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近
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付
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滞
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友
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仇
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抱
る
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然
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総
か
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蹴
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依
頼
さ

れ
ま
し
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で
務
総
管
理
者
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の
樹
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制
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口
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十
五
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訴
録
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漆
へ
緩
断

念
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て
く
だ
さ
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間
関
綴
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び
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崎
降
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由
・
議
経
営

品
鳴
の
総
滅
、
長
名
、
生
年
月
日

脚
"
総
殺
の
仲
田
山
問
、
ぬ
名
、
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年
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日
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派
お
よ
び
収
殺
計
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数
、
変
更
、
廃
止
年
内
刀
自
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び
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且亨
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線
講
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敬
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行
な
い
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で
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さ
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繁
一
一
一
月
二

十
二
日
ハ
月
〉
か
ら
一
一
一
得
月

二
十
叩
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目
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木
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お
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れ

も
午
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狩
か
ら
午
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以
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ま
で
で
す
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石
持
品
病

院
で
す
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